農業経済学科農政学研究室 by 北出,俊昭
明治大学農学部研究報告 第97号(1993)103～104
《研究室紹介》
農業経済学科 農政学研究室
北 出 俊 昭
これまでのわが国の農業政策をみると,経営規模拡大を基調に生産性を高め,国際競争力のあ
る農業を確立することが追求されてきた。
それにもかかわらず,著 しい円高等もあ り食料 ・農産物の内外価格差は逆に拡大 し,輸入量は
増大している。 このため 層 の生産性向上を主張する意見が強まっている反面,農産物価格の低
迷や農業所得低下,後継者難などのためわが国農業は存亡の危機に直面 している。
このことは世界最低水準にまで低下 したわが国の食料自給率を更に低下させる危険性があり,
その改善が国民的課題 となっている。
このためeこは改めて農業を国の基幹産業の一つとして正しく位置づけ,国民合意に基づいた農
業政策の確立が急務になっているといえるのである。
こうした観点から本研究室で重視 している第1は 農業が果している多様な役割の認識である。
これまでの農業政策の生産政策,構造政策,所得政策はいずれも農業生産そのものの対策 として
実施 されてきた。
しか し農業は食料生産だけでなく,経済循環上はもとより公益上や文化 ・教育上においても極
めて重要な役割を果 しているのである。そして農業が衰退することは,こ うした役割も失われる
ことを意味するが,これは国民生活にとっても大きな問題である。
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農業が食料生産 という重要な役割を十分に果すためにもこうした多面的役割を重視 し,その健
全な発展を図ることが大切なのである。
第2は生産者 と消費者の相互理解を深め,消 費者のニーズに基づいた農業生産を強めるとと
もにわが国農業の実態について消費者の認識を高めることが重要なことである。
現在消費者の間には新鮮で安全な食料 ・農産物への要求が強く,輸入品については安全性の上
から問題とする意見が多 くなっているので,こ うした意見を農業政策にも反映させていくことが
必要となっている。
第3は農業政策においても環境保全を重視することである。ECをは じめとする西 ヨーロッパ
では,1970年代からすでに環境保全政策が重視されているが,わ が国では自然条件の相異等も
あ り,これまで農業政策上環境保全問題がとりあげられたことはほとんどなかった。
最近ようや く主張 されるようになっているが,ま だまだ不十分なのが実態であ り,今後具体化
について一層努力する必要がある。
以上の3点 を基本に本研究室ではゼ ミを運営 し,各種関係施設の見学等を行 うとともに学生
との話し合いや日常生活でもこのことが理解されるよう努めている。
学生の卒業後の進路は食品関連産業,金 融機関,一般の製造業,農業団体,公務員などさまざ
まであるが,どの方向に進んでも本研究室の卒業生は農業と食料問題に対する正しい理解を堅持
してくれることを期待 している。
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